
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
富
士
が
美
し
く
は
え
る
年
明
け
と
な
り
ま
し
た
。
二
〇
一
七

年
は
突
然
の
総
選
挙
、
民
進
党
の
希
望
の
党
への
合
流
と
い
う
逆
流
の
中
で
、
市

民
と
野
党
の
共
同
は
日
本
共
産
党
の
粘
り
強
い
働
き
か
け
の
中
で
大
き
く
前

進
し
ま
し
た
。
二
〇
一
八
年
は
安
倍
首
相
が
年
頭
に
「い
よ
い
よ
憲
法
を
変
え

る
年
に
」
と
述
べ
、
自
衛
隊
を
憲
法
に
書
き
込
み
、
九
条
を
な
き
も
の
に
す
る
こ

と
に
執
念
を
燃
や
し
て
い
ま
す
。
戦
争
す
る
国
に
日
本
を
さ
す
な
い
た
め
、
九

条
を
守
る
３
０
０
０
万
署
名
を
は
じ
め
、
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。
皆
様
の
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
今
年
は
沖
縄
の
二
つ
の
闘
い
が
重
要
で

す
。
名
護
市
長
選
と
県
知
事
選
で
す
。
両
方
共
再
選
を
勝
ち
取
り
、
基
地
の

無
い
平
和
な
沖
縄
を
実
現
す
る
た
め
に
力
を
尽
く
し
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
従
属
か

ら
対
等
平
等
な
関
係
へ
の
転
換
を
沖
縄
か
ら
進
め
ま
し
ょ
う
。 

寄
居
町
で
は
夏
に
町
長
選
、
町
議
補
選
が
あ
り
ま
す
。
町
で
は
第
六
次
基

本
計
画
を
実
施
中
で
す
が
、
多
く
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。
尐
子
化
社
会
か
ら
ど

う
脱
却
す
る
か
。
公
共
施
設
老
朽
化
に
伴
う
統
廃
合
問
題
、
国
の
社
会
保
障

予
算
削
減
の
中
で
行
わ
れ
る
国
民
健
康
保
険
の
広
域
化
に
よ
る
大
幅
値
上
げ
、

介
護
保
険
か
ら
要
支
援
を
無
く
し
包
括
支
援
に
置
き
換
え
る
改
悪
等
、
こ
れ

ら
に
ど
う
取
り
組
む
の
か
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
共
産
党
は
暮
し
優
先
の

町
政
を
目
指
し
、
皆
様
と
力
を
合
わ
す
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。 
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大
澤 

博 

   

十
二
月
定
例
町
議
会
が
、
１
２
月
５
日
（
火
）か
ら
２
１
日
（木
）に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
日
本
共
産
党
町
会
議
員
団
の
質
疑
要
旨
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。 

          

一
、
住
宅
改
修
資
金
補
助
金
の
増
額
を 

地
元
経
済
を
活
性
化
さ
せ
る
個
人
消
費
拡
大
の
為 

当
町
で
は
住
宅
改

修
資
金
補
助
制
度
が
設
け
ら
れ
３
年
目
を
迎
え
て
い
ま
す
。
平
成
２
８
年 

    

度
で
は
、
予
算
額
６
０
０
万
円
で
事
業
効
果
７
０
０
０
万
円
を
生
み
、
１

０
倍
以
上
が
町
内
の
業
者
に
回
り
、
地
元
経
済
を
活
性
化
さ
せ
て
い
ま
す
。 

 

(

１)

平
成
２
８
年
度
で
は
補
助
額
消
化
後
も
数
人
の
方
が
申
請
に
訪
れ
た
と
聞

き
ま
し
た
。
町
民
の
住
宅
環
境
改
善
、
及
び
町
内
業
者
の
経
済
活
性
化
で
活

気
あ
る
町
に
す
る
為
、
補
助
額
の
増
額
が
必
要
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

【
回
答
】 

 

補
助
金
申
請
者
に
対
し
て
、
交
付
を
年
度
内
に
完
了
さ
せ
る
た
め
、
竣

工
期
限
を
２
月
末
と
定
め
て
い
ま
す
。
こ
こ
数
年
、
予
算
額
に
到
達
す
る

申
請
時
期
は
１
０
月
ご
ろ
で
、
２
月
末
ま
で
の
工
期
を
配
慮
す
る
と
、
適

当
な
時
期
で
の
予
算
額
消
化
と
な
り
ま
す
。
平
成
２
９
年
１
１
月
末
で
は
、

予
算
残
が
６
０
万
円
あ
り
予
算
額
は
適
切
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。 

(

２)

制
度
で
は
、
カ
ー
テ
ン
、
畳
、
襖
、
サ
ッ
シ
、
建
具
、
給
湯
器
等
の
交
換
、
下

水
接
続
工
事
、
門
や
塀
等
構
造
物
や
倉
庫
・物
置
等
の
改
修
は
対
象
外
で
す
が

な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。 

【
回
答
】 

 
本
制
度
は
町
内
施
工
業
者
に
よ
る
個
人
住
宅
の
改
修
工
事
に
対
し
て
の

補
助
制
度
で
あ
り
、
単
体
製
品
の
交
換
、
接
続
等
は
、
住
宅
本
体
と
一
本

化
し
た
箇
所
の
改
修
工
事
で
は
な
い
の
で
補
助
対
象
外
と
し
て
い
ま
す
。 

【再
質
問
】 

 

近
年
の
サ
ッ
シ
は
断
熱
及
び
遮
音
性
が
向
上
し
、
省
エ
ネ
と
騒
音
環
境
の
改

善
に
大
き
な
役
割
を
発
揮
し
ま
す
。
町
民
の
住
宅
環
境
改
善
に
必
要
な
単
体

製
品
交
換
・接
続
、
改
修
を
対
象
に
す
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

【
再
回
答
】 

 

前
項
の
理
由
に
よ
り
補
助
対
象
と
す
る
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

二
、
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
に
公
衆
ト
イ
レ
の
設
置
を 

町
に
は
、
里
山
の
起
伏
と
荒
川
の
水
辺
を
活
か
し
た
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー

ス
が
設
定
さ
れ
、
四
季
を
通
し
て
多
く
の
方
が
訪
れ
て
い
ま
す
。 

訪
れ

た
人
や
町
民
よ
り
公
衆
ト
イ
レ
を
設
置
し
て
欲
し
い
と
の
声
が
あ
り
ま
す
。 

(

１)

町
の
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
地
図
に
は
、
公
衆
ト
イ
レ
場
所
の
記
入
は
あ
り
ま

す
が
、
案
内
板
は
ど
の
よ
う
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
か
。 

【
回
答
】 

 

公
共
施
設
や
観
光
施
設
の
敷
地
な
ど
に
設
置
し
た
周
辺
案
内
看
板
で
観

光
ト
イ
レ
等
の
位
置
案
内
を
し
て
い
ま
す
。 

(

２)

ハ
イ
キ
ン
グ
男
衾
コ
ー
ス
は
平
坦
で
車
椅
子
で
も
散
策
可
能
で
す
が
男
衾

駅
以
外
に
公
衆
ト
イ
レ
が
あ
り
ま
せ
ん
。
今
市
地
蔵
堂
付
近
に
ト
イ
レ
を
設
置

で
き
ま
せ
ん
か
。 

【
回
答
】 

 

観
光
ト
イ
レ
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
需
要
や
必
要
性
、
維
持
管
理
の
面

か
ら
慎
重
に
対
応
い
た
し
た
く
、
提
案
の
場
所
へ
の
設
置
は
現
時
点
考
え

て
い
ま
せ
ん
。 

(

３)

町
内
の
住
宅
に
は
戸
外
に
ト
イ
レ
が
あ
る
と
こ
れ
が
あ
り
ま
す
。
訪
れ
た

人
が
利
用
で
き
る
町
民
協
力
ト
イ
レ
は
考
え
ら
れ
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

【
回
答
】 

 

個
人
の
敷
地
に
立
ち
入
る
た
め
、
防
犯
上
の
問
題
が
生
じ
る
恐
れ
が
あ

り
、
町
民
協
力
ト
イ
レ
の
設
置
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。 
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十
二
月
議
会
質
問
の
ト
ピ
ッ
ク
ス 

■
住
宅
改
修
資
金
補
助
金
の
増
額
を
求
め
ま
し
た
・・・大
澤
町
議 

町
内
業
者
に
波
及
効
果
の
高
い
改
修
資
金
予
算
増
額
と
対
象
の
拡
大
を
要
求 

■
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
に
ト
イ
レ
の
増
設
を
求
め
ま
し
た 

・・・大
澤
町
議 

町
の
観
光
資
源
で
あ
る
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
に
は
公
衆
ト
イ
レ
が
少
な

い
コ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
活
性
化
に
は
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
も
必
要
で
す
。 

■
公
的
責
任
で
健
康
づ
く
り
と
地
域
医
療
改
善
を
要
求
・・田
母
神
町
議 

健
康
づ
く
り
の
核
と
な
る
保
健
師
の
増
員
や
低
所
得
者
に
対
す
る
医
療

費
窓
口
払
い
額
の
低
減
制
度
を
求
め
ま
し
た
。 

■
災
害
対
応
計
画
を
質
し
、
弱
者
へ
の
配
慮
を
求
め
ま
し
た
・・田
母
神
町
議 

情
報
収
集
・
伝
達
、
要
支
援
者
対
応
、
自
治
体
業
務
継
続
計
画
を
質
問
。 

    

   

以
下
に
日
本
共
産
党
、
大
澤
議
員
、
田
母
神
議
員
の
質
疑
要
旨
を
お
知

ら
す
い
た
し
ま
す
。 

 

【活動地域】 

鉢形、折原、金尾 

風布、末野 

藤田西側地域 

 

【
田
母
神
節
子
議
員
の
質
問
要
旨
】 

 “新
春
に
寄
せ
て
” 

【
田
母
神
節
子
議
員
の
一
般
質
問
要
旨 

裏
面
】 

【大
澤
博
議
員
の
一
般
質
問
要
旨
】 

 
 

発 

行 

日
本
共
産
党
寄
居
町
委
員
会 

連
絡
先 

田
母
神
節
子 

五
八
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―
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八
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澤 
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五
八
ニ
―
〇
三
六
五 

★詳しくは田母神節子議員のブログ (一時期アクセス不可でご迷惑をお掛けしましたが修復できました)及び、大澤博議員のホームページを検索ください。名前で検索可能です。 



【田
母
神
議
員
質
疑
要
旨
表
面
か
ら
の
続
き
】 

一
、
公
的
責
任
で
健
康
づ
く
り
と
地
域
医
療
推
進
を 

健
康
維
持
に
は
規
則
正
し
い
生
活
習
慣
と
毎
日
の
食
生
活
等
に
保
健
師
の
指

導
や
援
助
が
必
要
で
す
。
埼
玉
県
は
保
健
師
比
率
が
全
国
４
４
位
で
す
が
、
自

治
体
独
自
の
方
針
で
保
健
師
を
増
や
し
、
介
護
保
険
と
町
立
病
院
の
上
手
な

利
用
で
医
療
費
の
負
担
を
軽
減
し
て
い
る
自
治
体
も
あ
り
ま
す
。 

(

１)

乳
幼
児
や
高
齢
者
に
対
す
る
保
健
師
の
担
当
分
け 

(

２)

二
ヵ
所
の
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
保
健
師
は
何
人
で
、
ど
の
よ
う
な
仕
事

を
中
心
に
し
て
い
る
の
で
す
か 

(

３)

保
健
師
の
増
員
の
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
か 

(

４)

医
療
機
関
の
窓
口
払
い
状
況
に
関
し
て 

①
負
担
割
合
毎
の
被
保
険
者
割
合
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か 

②
低
所
得
者(

年
金
生
活
者)

への
町
独
自
の
負
担
軽
減
策
は
考
え
ま
す
ん
か 

(

５)

か
か
り
つ
け
医
者
の
紹
介
状
の
な
い
人
も
、
埼
玉
よ
り
い
病
院
で
診
療
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
働
き
か
け
ら
れ
ま
せ
ん
か 

【
回
答
】 

(

１)

７
名
の
保
健
師
を
母
子
保
健
担
当
２
名
、
成
人
保
険
２
名
、
予
防
接
種
２

名
、
健
康
づ
く
り
推
進
１
名
に
分
け
て
い
ま
す
が
、
乳
幼
児
健
康
診
査
な
ど
は

全
員
が
執
務
し
ま
す
。
介
護
保
険
・
高
齢
者
福
祉
班
に
も
１
名
配
置
し
計
８
名

お
り
ま
す
。 

(

２)

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
保
健
師
は
各
所
に
各
１
名
で
計
２
名
で
す
。

保
健
師
の
ほ
か
社
会
福
祉
士
、
主
任
介
護
支
援
専
門
員
が
配
置
さ
れ
て
お
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
職
種
が
連
携
し
保
健
医
療
の
向
上
・福
祉
の
増
進
を
包
括
的
に
支

援
し
て
い
ま
す
。 

(

３)

保
健
師
等
職
員
体
制
の
確
保
も
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

(

４)

２
割
負
担
の
未
就
学
児
が
２
．
４
％
、
小
学
入
学
後
か
ら
７
０
歳
未
満
の
３

割
負
担
の
被
保
険
者
が
７
５
．
８
％
、
７
０
歳
以
上
７
５
歳
未
満
の
被
保
険
者
の

う
ち
、
１
割
負
担
者
が
６
．
８
％
、
２
割
負
担
者
が
１
３
．
９
％
、
３
割
負
担
者

が
１
．
１
％
で
す
。 

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
は
３
割
負
担
者
が
３
．
７
％
、
１
割
負
担
者
が
９
６
．

３
％
で
す
。 

医
療
機
関
で
の
窓
口
負
担
は
法
令
に
基
づ
く
自
己
負
担
で
町
独
自
の
負
担
軽

減
の
取
り
組
み
は
考
え
て
い
ま
す
ん
。 

(

５)

埼
玉
よ
り
い
病
院
を
含
め
地
域
の
病
院
、
診
療
所
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
等
で
「か
か

り
つ
け
医
」
の
役
割
を
担
っ
て
頂
い
て
い
ま
す
。 

 

二
、
災
害
時
の
対
応
に
つ
い
て 

(

１)

防
災
、
安
全
の
情
報
収
集
、
伝
達
を
ど
う
計
画
し
て
い
ま
す
か 

【
回
答
】 

 

携
帯
や
有
線
電
話
、
パ
ソ
コ
ン
、
フ
ァ
ツ
ク
ス
及
び
県
や
町
の
防
災
行
政
無
線
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
か
ら
も
情
報
の
収
集
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

伝
達
は
町
防
災
無
線
、
情
報
メ
ー
ル
、
広
報
車
や
電
話
等
に
よ
る
連
絡
を
計

画
し
て
い
ま
す
。 

(

２)

町
内
会
未
加
入
者
の
安
全
確
保
は
ど
う
し
ま
す
か 

【
回
答
】 

 

計
画
は
町
内
に
お
ら
れ
る
方
全
て
を
対
象
と
し
て
お
り
ま
す
。 

(

３)

要
支
援
者
へ
の
対
応
は
ど
う
考
え
て
い
ま
す
か 

【
回
答
】 

 

「
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
」
を
作
成
し
、
現
在
町
で
は
町
民
への
周
知
や
自

主
防
災
組
織
の
育
成
に
努
め
て
お
り
ま
す
。 

(

４)

災
害
と
自
治
体
業
務
の
継
続
に
つ
い
て
伺
い
ま
す 

 

①
職
員
の
食
糧
確
保
と
休
憩 

②
消
防
団
員
の
増
員
は
考
え
ま
せ
ん
か 

【回
答
】 

 

①
は
今
年
度
業
務
継
続
計
画
の
中
で
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。
②
は
町
条
例

で
定
数
が
あ
り
、
町
消
防
団
と
調
整
し
適
切
に
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

三
、
町
民
の
政
治
関
心
を
高
め
る
為
、
子
ど
も
議
会
の
開
催
を 

 

１
８
歳
選
挙
権
と
な
り
ま
し
た
。
小
さ
い
時
か
ら
政
治
や
議
会
に
関
心
を
持

つ
若
者
の
増
加
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

(

１)

小
学
生
議
会
を
開
催
す
る
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
か 

【回
答
】 

 

議
場
で
子
ど
も
た
ち
が
質
問
、
答
弁
を
体
験
す
る
等
、
選
挙
や
議
会
を
身
近

に
感
じ
ら
れ
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
現
在
は
小
学
生
議
会
の
開
催
に

つ
い
て
は
考
え
て
い
ま
す
ん
。 

 

四
、
町
民
に
よ
る
庁
舎
の
有
効
活
用
を 

 

庁
舎
は
町
民
が
有
効
利
用
で
き
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
ま
す
。 

(

１)

七
階
に
「フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ
」等
の
運
動
施
設
を
設
置
す
る
考
え
は
あ

り
ま
せ
ん
か 

【回
答
】 

 

子
育
て
支
援
体
制
の
充
実
の
た
め
、
提
供
体
制
や
相
談
支
援
窓
口
の
集
約

化
を
考
え
て
お
り
、
庁
舎
７
階
の
利
活
用
を
検
討
し
て
い
る
の
で
、
フ
ィ
ッ
ト
ネ

ス
ク
ラ
ブ
等
の
設
置
は
考
え
ま
す
ん
。 

(

２
）一
階
ロ
ビ
ー
南
側
に
コ
ー
ヒ
ー
サ
ー
バ
ー
等
、
温
か
い
飲
物
の
販
売
機
を

設
置
で
き
な
い
か
と
の
声
が
あ
り
ま
す
が
、
ど
う
で
す
か 

【回
答
】  

 

姉
妹
都
市
等
資
料
展
示
ブ
ー
ス
を
今
年
度
中
に
設
置
す
る
予
定
で
あ
り
、

そ
の
一
画
に
設
置
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。 

        

■主な審議事項の結果をお知らせします 

(１)一般会計、特別会計（国保、後期高齢、下水道、農集排水）、水道事業会計補

正予算が議決され次の事が行われます。 

○学童保育指導員にキャリアアップ補助金が支給されます。国、県、町の3等分で、勤続年

数、資格に応じ一時金が支給されることになりました。共産党が永年要求してきた学童保育

指導員の待遇改善に繋がる一歩です。 

○農林水産費の里山・平地林再生事業として、雀宮公園の雑木伐採事業費用として追加

補正が議決されました。公園内の雑木１３０本の伐採が行われます。 

○農業集落排水事業特別会計では、今市・折原地域の脱臭装置の修繕費用として追加補

正が議決されました。 

(2)議会傍聴規定改正で常任・特別委員会の傍聴ができるようになりました。  

議会基本条例が制定され、常任委員及び特別委員会の傍聴が出来るようになり、議会傍聴

規則を同様に改正する議案が提案され議決されました。  

(3)町職採用年齢上限が一般職 30 歳まで、技能職 40 歳まで延長されました。 

一般企業と同じく、社会経験を積んだ有能な方も採用し、キャリアを町政に活かして 

もらおうというものです。 


